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社会福祉法人大刀洗田]社会福祉協議会 TEL 77-4877.FAX 77-6220
E― mcil:tachi― shakyo@kurumc.ktarn.Or ip
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おもな内容

P2 (特集〉「住みたい町大刀洗、
住んでよかつた大刀洗町」をめざして l④
～地域が見える F福祉マップ作り』とは～

P3 各種団体紹介
大刀洗町障がい児・者親の会 「ぱけつと」

不登校・高校中退・引きこもり支援 「花花の会」

P4 保育園のページ…テーマ「福祉に取り組む」
P5 老人クラブのページ
P6 ミニデイ・情報のページ
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(大刀洗町社協シンボルマークです。)

この社協だよりは、共同募金の配分金より発行しています。
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『住みたら1町太刀洗

住んで抑 った太コ洗町』をめざしてJ④

～地域が見える『福祉マップ作り』とは～

要援護者見守リネットワーク事業の活動の一環として、『福祉マップ作り』があります。

今回は、現在各小地域協議会で取り組まれている福祉マップについて紹介します。

福祉マップとは ?

福祉マップとは、要援護者の方がどこに住んでいて、その人たちを支える小地域協議会の

メンバー (見守り協力員)がどこに住んでいるかを、白地図に明示したものです。
この作業をすることにより、要援護者の把握と地域の状況を理解できるようになり訣す。

福祉マップを活用するためには

白地図に要援護者と見守り協力員を落としていく作業だけでも十分

効果がありますが、その他にも、様々な情報を地図に書き込むことに

よつて福祉マップの活用方法が拡がつてきます。例えば、うきは市の

福祉マップ作りでは、
。子どもが遊んだら危険なところ

うきは市の取り組み〉

・高齢者が歩行、車いす移動にたいへんだと思うところ
。交通事故が起きそうな場所

・夜皓くて危険だと思うところ

・防央用水・消央栓があるところ

などの項目を、子どもからお年寄りまで地域の皆さんが調

査員となり、みんなで調査をすることによつて、普段気付

かない課題をいろんな視点から発見し、地域の皆さんで共

有しています。

西本郷の福祉マップ作り>

災害に対応したマップ作りも…

地震や大雨などの奥害に対しては行政も対応を考えていますが、地域の詳しい状況については、

住んでいる住民の皆さんの方がよく理解されています。しかし、いざというときには、分かつてい

てもなかなか行動できません。大雨の時に『浸水しそうな場所』や区で決めている『避難集合場所』

などを書き込むことにより、安全に避難できる避難路の確認もこの福祉マップですることができま

す。

『福祉マップ作り』は地域の様々な課題を発見するための活動です。

小地域協議会のメンバーが一緒に作業することにより、地域の情報や

状況、課題を共有できるということが一番の成果となります。皆さん

の地域でもマップ作りをやつてみてはいかがでしょうか。
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代表 久永 由己枝

こんにちは。大刀洗町障がい児・者親の会 『ぽけつと』

です。私たちの会は発足して 3 EOIl目 の秋を迎えました。最

初は10家族ほどだつた会員数も、現在では20家族をこえ

ました。社会福祉協議会をはじめ、保健師さんや福祉関係

の方々の協力を得ながら活動しています。内容は、困って

いることや悩んでいることを思いつきり話しちゃおうの

「おじゃべり会」を中心に、障がいのある子どもたちをと

りまく、生活・福祉・教育に関する情報交換や学習会など

です。地域のみなさんに、会の活動や子どもたちについて知つてもらうことを目的に、 ドリームまつ
りや地域のお祭りにも店を出しています。見かけられたら声をかけてください。

私たちの子どもには何らかの障がいがありますが、このことは悲しいことでも不幸なことでもあり

ません。しかし、生活していく上でちょつと手をかしてもらえたらと思うことがあります。私たちは
/へ /＼ イ V ・

´
r 現在もそしてこれからも、この町で健やかに、安心して暮
らし続けたいと願つています。そのためには何が大切で、

何が必要なのかを考えながら活動を続けて行きたいと思つ

ています。

定例会 :毎月第4土 l翌日 午後 2時～4時
健康管理センター

連絡先 :社会福祉協議会 ■L77-4877

代 表 佐藤‐智重 饂‐饂儡魏
私たちは、不登校・高校中退・引きこもりの方とそのご家族を支援す

るグループです。

過去に、私たちの子どもも学校に行けなくなり、ア

苦しみました。「何故だろう」との親の焦り、勉 3」

日数が足りなくなる…そんな苦しいトンネルの中、

ターの古賀先生との出会いがあり、家族や親子だけでは気づかない点を    '
アドバイスいただきました。子どもの背景には家族があり親があります。親が変わり子どもと向き合

うことで少しずつ成長し、今は大学生や社会人として歩みを進めています。少し遠回りをしたかもし

れませんが、今では家族皆この事が人生の糧になつています。

同じ悩みをもち、誰にも相談できずにおられる方にとつて、私たちが経験したことが他のご家庭で

もお役に立てることがあると願つています。一度足を運んで下さい…・つぶやきに来て下さい…・ゆつ

くりかもしれませんが、何かが変わつていけると願つています。(※相談は予約が要ります)

定例会 :毎月第 2土曜日 午後 1時～5時 ぬくもりの館
ア ドバイザー :NPO法人青少年教育支援センター理事長・古賀勝彦さん
連絡先 :社会福祉協議会 ■Lフ アー4877
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テーマ:福祉に取り組む

園の行事での体験やいろいろな人とのかかわりを通して、人への優しさや困つている

人を手助けする心を育みたいと考えています。

憮陽饉嘔鶉
おじいちゃんおばあちゃんと

Å蜃薇鰺屹

9月 22日 (本)大堰校区の民生委員さんの力を借り、
一人暮らしの方との「あそぼう会」を計画、地域のおじ

いちゃん 。おばあちゃんに園に来ていただきました。

園児達の歌や踊り、保育士の出し物などを披露した後、

美味しい給食を一緒に食べて、いろいろな会話を楽し

みました。給食の後は、おじいちゃん・おばあちゃん

にお手玉やケン玉・あやとりなど昔の遊びを教わりを

がら、膝に抱つこされたりして充実したひと時を過ご

しました。

また、園では年に数回ミニデイに参カロしています。

10月はミニデイの会員さんに保育園体験に来ていた

だきました。園児と一緒に手作りのお金と買い物袋を

持ち八百屋さん・魚屋さん等のお店やさんにお買い

物へll「これ下さい」「いくらですか?」と子どもの頃を思

い出して楽しんでいただきました。

このように、園児達との関わりを通して地域のおじ

いちゃん 。おばあちゃんに喜んでいただき、また、子

ども達も地域の方々と触れ合うことのできる貴重な活

動をこれからも大切にして続けていきたいと思います。

本郷保育園では地域の方々との交流を深めるため

に、以前からミニデイに参カロさせていただいています。

9月は南本郷、10月 は東本郷のミニデイに参カロし、歌や

踊りを披露したり音ながらの手遊びや肩たたきをして

地域のお年寄りと楽しみました。子ども達が心を込め

て作つたプレゼントと、「おじいちゃん、おばあちゃんだい

すき」と覚えたてのひらがなで書いたカードをわたすと、

地域の方々も微笑ましく受けとつて下さり、暖かい一面

が見られました。

10月 には秋の自然を感じながら歩いて社会福祉協

議会を訪問し、歌や踊りに合わせた手話を教えていた

だきました。職員の方のお手本を見ながら一生懸命真

似する子ども達…。今回覚えた手話は12月 の生活発

表会で披露する予定です。他にも、点字ブロックの上を

歩いたり車椅子を押したり、幼いながらにたくさんのも

のを感じ取ることができたようです。

これからも、社会福祉協議会と連携を取りながら
｀
困

っている人を手助けできる心
〃
を育んでいきたいと思い

ます。

手助けできる心を育てる●
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病後児保育事業が始まりましたI
10月 1日 より、お子さまが病気の回復期で、
昼間、家庭での保育が困難なお子さまを一時

的にお預かりする病後児保育事業が始まり、

早速利用がありました。ゆつたり、広い部屋

で保育士、看護師さんと新しいおもちゃで気

分良く遊びました。

    鑑  瘍     .

☆ 8月 27日 囲碁・将槙大会
囲碁 優勝 重石 亮 (南本郷)
将棋 優勝 平田 秀夫 (栄田)

☆ 9月 17日 ゲートボール大会
優 勝 西本郷 Aチーム
(東延太郎・白石定・坂田逸馬・

松延英幸・倉地英介 )

☆グランドゴルフ大会結果

(3位迄ご紹介 )
9月 15日 ねんりんピック選抜大会
優 勝 野瀬 久次 (菅 野)
準優勝 山田 寿夫 (高 樋)
3 位 井手 隆  (上高橋 )
10月 26日 北筑後地区選抜大会
優 勝 戸町 繁  (甲 条)
準優勝 棚町 達雄 (高 樋)
3 位 澤崎 忠之 (甲 条)

蓄メ、デ予プタをく―ジ

今年度より、町主催に

よる健脚度測定が始まり、

老人クラブでも研修を行

いました。

健脚度測定は、どうし

たら生涯足腰が35らずに

送れるか、またすでに35

くなつている箇所がある

方は、どのように今のままで維持していくかまた強く

するかを考えるきつかけを作り汝す。24年 2月 中旬
に第 2回目を行い、前回の結果と比較します。

||lilil:|1111111.|11■  ・ |:■ 1｀||:11111 10月 15日

健康体操教室講師野□裕子先生 (写真)と一緒に、
天瀬農業公園でウォーキング研修を行いました。

ストレッチ体操の後、正しい歩行を教えていただき

18寺問いい汗をかいてきました。またバラ園を見学、

女性ばかり38名笑顔の一日でした。

40cm『』緻
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ハーモニカに合わせて、ア～ | 私は誰でしょう? ♪芽が出て含らんで～ああ、なつかしい～

プロが来たみたい|……カラオケ大会 こりゃすごか―|| 肩こり良くなれ !!

まだまだ、はさむ力は健在です 今夜は、お刺身食べられる?

灯

おじいちゃん、おばあちゃん、ありがとう

◎ミニデイ担当よりひとこと◎

9月～10月 も、それぞれのミニデイでいろいろな感

動がありました。みなさんもこれからの寒さに負けず、

一歩でかけてみませんか ?

表紙写真説明

① 大堰保育園 :

② 太刀洗小学校
③ 大刀洗小学校
④ 本郷保育園 :

⑤ 大堰保育園 :

点字体験

:総合学習・上高橋ミニデイでの交流

:総合学習「高齢者の福祉」について

車いす体験

地域の高齢者との交流「あそぼう会」輻
¨
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